
「
民
主
主
義
」
と
い
う
教
科
書

須
山　
茂
樹
（
東
京
）

　

今
、
書
斎
の
私
の
前
に
一
冊
の
本
が
あ
る
。
文
部

省
著
教
科
書
「
民
主
主
義
」
の
復
刻
文
庫
本
版
（
角

川
文
庫
）
で
あ
る
。
こ
の
教
科
書
は
、
昭
和
二
三
年
、

前
年
の
新
憲
法
の
施
行
を
受
け
て
中
高
生
の
「
民
主

主
義
」
教
育
用
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
昭
和
二
八
年

ま
で
使
用
さ
れ
た
。

　

同
書
は
第
一
章
「
民
主
主
義
の
本
質
」
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
発
達
、
諸
制
度
、
選
挙
権
、
多
数
決
、
社

会
・
経
済
生
活
と
民
主
主
義
な
ど
を
説
明
し
、
労
働

組
合
、
日
本
に
お
け
る
歴
史
、
新
憲
法
、
婦
人
の
権

利
、
国
際
生
活
の
民
主
主
義
に
も
言
及
、
第
十
七
章

「
民
主
主
義
の
も
た
ら
す
も
の
」
に
至
る
堂
々
た
る

内
容
で
あ
っ
た
。
当
時
は
物
資
不
足
で
私
た
ち
の
教

科
書
は
す
ぐ
出
来
ず
、
古
い
教
科
書
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
指

摘
す
る
不
具
合
箇
所
を
墨
で
消
し
て
使
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
こ
の
教
科
書
は
上
下
二
巻
、
立
派
な
装
丁

で
目
を
見
張
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
書
は
当
初
「
文
部
省
に
し
て
は
」
と
の
冷
や
か

す
よ
う
な
好
評
価
も
あ
っ
た
が
、
文
庫
本
の
解
説
者

内
田
樹
氏
は
「
と
て
も
中
高
生
向
け
の
教
科
書
で
は

な
い
。
ほ
と
ん
ど
学
術
書
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
同
世
代
の
者
は
こ
の
教

科
書
に
よ
り
叩
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
「
民
主
主
義
」

を
教
育
さ
れ
た
。
た
だ
、
大
学
の
仲
間
に
聞
く
と
同

書
を
知
ら
な
い
人
も
か
な
り
い
て
、
印
刷
が
間
に
合

わ
ず
、
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
軍
国
少
年
で
は
な
か
っ
た
が
、
政
府
や
新

聞
を
信
じ
て
い
た
私
は
、
い
わ
ゆ
る
「
価
値
観
の
逆

１４６

会

員

の

広

場

転
」
に
戸
惑
い
な
が
ら
、「
人
類
普
遍
の
原
理
」（
憲

法
）
と
し
て
民
主
主
義
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
。
し

か
し
、
中
に
は
し
っ
か
り
し
た
級
友
も
い
て
、
あ
る

時
先
生
に
質
問
し
た
。「
思
想
、
信
条
の
自
由
が
民

主
主
義
の
原
理
な
ら
、
こ
の
考
え
を
強
制
的
に
教
え

込
む
の
は
お
か
し
く
は
な
い
か
」。
先
生
も
苦
笑
し

な
が
ら
正
直
に
も
、「
何
分
に
も
進
駐
軍
の
命
令
な

の
で
」
と
答
え
ら
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
心
が
痛
む
が
、

な
ん
と
な
く
微
笑
ま
し
い
記
憶
で
あ
る
。

　

純
真
な　

私
は
当
時
こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
は
、

??

徐
々
に
日
本
国
民
に
浸
透
し
て
行
く
と
思
っ
て
い
た
。

教
科
書
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
民
主
主
義
は
政
治
の
制

度
の
み
で
は
な
く
「
人
間
の
尊
重
」
が
本
質
で
あ
り
、

物
事
の
決
定
は
議
論
を
尽
く
し
て
の
多
数
決
、
し
か

し
少
数
意
見
も
尊
重
す
る
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
七

十
年
後
の
今
日
は
ど
う
か
。
か
つ
て
国
会
で
頻
発
し

た
強
行
採
決
。
国
政
、
地
方
選
挙
の
投
票
率
の
あ
ま

り
の
低
さ
。
財
政
危
機
を
顧
慮
し
な
い
人
気
取
り
の

政
党
、
行
政
の
施
策
。
社
会
で
は
「
自
己
チ
ュ
ウ
」、

他
人
の
意
見
を
聞
か
な
い
、
議
論
を
し
な
い
、
反
対

意
見
を
危
険
視
し
て
感
情
的
に
な
る
、
政
治
・
経
済

論
な
ど
堅
い
話
を
ダ
サ
イ
視
す
る
、
な
ど
な
ど
。
果

て
は
民
主
主
義
へ
の
疑
念
、
代
表
制
民
主
主
義
へ
の

反
対
で
あ
る
。
海
外
で
も
国
民
の
分
断
、
悪
し
き
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
。

　

民
主
主
義
が
揺
ら
い
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

代
わ
る
よ
い
制
度
が
あ
ろ
う
か
。
今
改
め
て
Ｗ
・
チ

ャ
ー
チ
ル
の
至
言
を
噛
み
し
め
た
い
と
思
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
政
治
体
制
が
試
み
ら
れ
て

き
た
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
過
ち
と
悲
哀
に
満
ち
た

こ
の
世
界
中
で
試
み
ら
れ
て
行
く
だ
ろ
う
。
民
主
主

義
が
完
全
で
賢
明
で
あ
る
と
見
せ
か
け
る
こ
と
は
誰

に
も
で
き
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
民
主
主
義
は
最
悪

の
政
治
形
態
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
試

み
ら
れ
て
き
た
民
主
主
義
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
形

態
を
除
け
ば
、だ
が
」（
一
九
四
七
年
議
会
で
の
演
説
）。
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